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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて通信回線の信頼性を点検する方法、該方法は下記を備える：
　第一の伝送を送信する手段が第一の通信回線上で第一の伝送を送信すること、ここで、
第一の通信回線は下り回線である、
　フィードバック情報を受信する手段が第二の通信回線上で送信された第二の伝送におけ
るフィードバック情報を受信し、フィードバック情報は第一の伝送に関係していること、
ここで、第二の通信回線は上り回線である、
　第三の伝送を送信する手段が第一の通信回線上で第三の伝送を送信し、第三の伝送は前
記受信された前記フィードバック情報を表すデータを含むこと、
　第三の伝送において受信されたデータが第二の伝送において送信された前記フィードバ
ック情報に対応しなければ、上り回線の信頼性を判定する手段が前記上り回線は信頼でき
ないと判定すること、および、
　前記上り回線が信頼できないと判定されれば、シグナリングする手段が第一の伝送の再
伝送をシグナリングすること。
【請求項２】
　無線通信システムにおいて第一の通信回線は下り回線であり、第二の通信回線は上り回
線である、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　フィードバック情報は第一の伝送に関する肯定応答（ＡＣＫ）、否定応答（ＮＡＫ）、
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または不連続伝送（Ｄ送信）ビットを含む、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　無線通信システムはＷ‐ＣＤＭＡシステムである、請求項２記載の方法。
【請求項５】
　第一の伝送は単一の基地局から特定の端末へ送信される、請求項４記載の方法。
【請求項６】
　特定の端末は複数の基地局とソフト・ハンドオーバーしており、そのうちの一つは第一
の伝送を送信した基地局である、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　第一の伝送は高速下り回線パケット・アクセス（ＨＳＤＰＡ）のためである、請求項４
記載の方法。
【請求項８】
　第一の伝送は高速下り回線共有チャネル（ＨＳ‐ＤＳＣＨ）上で送信されたデータ・パ
ケットを含む、請求項４記載の方法。
【請求項９】
　フィードバック情報は上り回線高速専用物理制御チャネル（ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ）経由で
受信される、請求項４記載の方法。
【請求項１０】
　第三の伝送は共有制御物理チャネル（ＨＳ‐ＳＣＣＨ）経由で送信される、請求項４記
載の方法。
【請求項１１】
　第三の伝送について、ＨＳ‐ＳＣＣＨにおける指標は前記受信された前記フィードバッ
ク情報に基づいて決定された値に設定される、請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　無線通信システムにおいて上り回線の信頼性を判定する方法、該方法は下記を備える：
　第一の伝送を受信する手段が下り回線上で第一の伝送を受信すること、
　フィードバック情報を送信する手段がフィードバック情報を上り回線上の第二の伝送に
おいて送信すること、ここで、フィードバック情報は第一の伝送に関係していること、
　第三の伝送を受信する手段が下り回線上でその第三の伝送を受信すること、ここで、第
三の伝送は前記送信された前記フィードバック情報に関係するデータを含む、
　上り回線の信頼性を判定する手段が第三の伝送において受信されたデータ、及びフィー
ドバック情報に基づいて上り回線の信頼性を判定すること、ここで、前記判定することは
第三の伝送において受信されたデータが第二の伝送において送信された前記フィードバッ
ク情報に対応しなければその上り回線は信頼できないと判定することを含む、および、
　上り回線が信頼できないと判定されれば、シグナリングする手段が第一の伝送の再伝送
をシグナリングすること。
【請求項１３】
　第三の伝送において受信されたデータが第二の伝送において送信された前記フィードバ
ック情報に対応しなければその上り回線は信頼できないと見なす、請求項１２記載の方法
。
【請求項１４】
　上り回線が信頼できないと判定されれば、第一の伝送の再伝送を発信することをさらに
含む、請求項１２記載の方法。
【請求項１５】
　前記フィードバック情報は第一の伝送に関する肯定応答（ＡＣＫ）、否定応答（ＮＡＫ
）、または不連続伝送（Ｄ送信）ビットを含む、請求項１２記載の方法。
【請求項１６】
　無線通信システムにおいて通信回線の信頼性を点検する方法、該方法は下記を備える：
　第１の判定する手段が回線不均衡が特定の送信器ユニットと複数の受信器ユニットとの
間の第一の通信回線について潜在的に存在するかどうかを判定すること、ここで、前記判
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定することは第一の通信回線を経由して受信された伝送の信号品質を推定することを含み
、推定信号品質が閾値より低ければ回線不均衡が潜在的に存在すると判定される、及び
　回線不均衡が潜在的に存在することが判定されれば、送信する手段が第二の通信回線を
経由して第二の伝送を送信すること、ここで、第二の伝送は第一の通信回線上の第一の伝
送において前に受信されたフィードバック情報に関係するデータを含む、
　第二の伝送において受信されたデータが第一の伝送において送信された前記フィードバ
ック情報に対応しなければ、第２の判定する手段が前記第１の通信回線は信頼できないと
判定すること、および
　前記第１の通信回線が信頼できないと判定されれば、シグナリングする手段が下り回線
の再伝送をシグナリングすること。
【請求項１７】
　送信器ユニットから第一の受信器ユニットまでが第二の受信器ユニットまでより悪い第
一の通信回線によって回線不均衡は特徴付けられ、第一の受信器ユニットは第二の通信回
線上で送信器ユニットへデータを伝送するように指定され、第二の受信器ユニットは送信
器ユニットへデータを伝送するように指定されない、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　判定は第一の通信回線を経由して受信された伝送の信号品質を推定することを含み、推
定信号品質が閾値より低ければ回線不均衡が潜在的に存在すると判定される、請求項１６
記載の方法。
【請求項１９】
　推定信号品質は第一の通信回線を経由して受信されたパイロットの信号対雑音及び干渉
比（ＳＮＲ）に対応する、請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　第二の伝送は第一の伝送におけるフィードバック情報が正しく受信されたかどうかを判
定するために使用される、請求項１６記載の方法。
【請求項２１】
　フィードバック情報は第二の通信回線上の第三の伝送についての肯定応答（ＡＣＫ）ま
たは否定応答（ＮＡＫ）を含み、第三の伝送は第一の伝送の前に発生される、請求項１６
記載の方法。
【請求項２２】
　第二の伝送におけるデータはＡＣＫまたはＮＡＫが受信されたかどうかに基づいて設定
された共有制御チャネル上のビットを含む、請求項２１記載の方法。
【請求項２３】
　通信システムにおいて第一の通信回線は上り回線であり、第二の通信回線は下り回線で
ある、請求項１６記載の方法。
【請求項２４】
　無線通信システムはＷ‐ＣＤＭＡシステムである、請求項２３記載の方法。
【請求項２５】
　ＣＤＭＡ通信システムにおいて上り回線の信頼性を点検する方法、該方法は下記を備え
る：
　第一の判定する手段が特定のユーザー設備（ＵＥ）及び複数の基地局（ノードＢ）との
間の上り回線について回線不均衡が潜在的に存在するかどうかを判定すること、ここで、
前記判定することは第一の通信回線を経由して受信された伝送の信号品質を推定すること
を含み、推定信号品質が閾値より低ければ回線不均衡が潜在的に存在すると判定され、回
線不均衡はＵＥから下り回線上でＵＥにデータを伝送するように指定された第一のノード
Ｂまでが、ＵＥにデータを伝送するよう指定されない第二のノードＢまでより悪い上り回
線によって特徴付けられる、及び
　回線不均衡が潜在的に存在することが判定されれば、送信する手段がその第二の伝送を
下り回線経由で送信すること、ここで、第二の伝送は上り回線上での第一の伝送において
前に受信されたフィードバック情報に関係するデータを含む、
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　第二の伝送において受信されたデータが第一の伝送において送信された前記フィードバ
ック情報に対応しなければ、第二の判定する手段がその上り回線は信頼できないと判定す
ること、および
　上り回線が信頼できないと判定されれば、シグナリングする手段が下り回線の再伝送を
シグナリングすること。
【請求項２６】
　判定は上り回線経由で受信されたパイロットの受信信号対雑音及び干渉比（ＳＮＲ）を
推定することを含み、受信ＳＮＲがＳＮＲ閾値より低ければ受け取られた回線不均衡が潜
在的に存在することが判定される、請求項２５記載の方法。
【請求項２７】
　フィードバック情報は肯定応答（ＡＣＫ）、否定応答（ＮＡＫ）、または不連続伝送（
Ｄ送信）ビットを含む、請求項２５記載の方法。
【請求項２８】
　フィードバック情報は高速下り回線共有チャネル（ＨＳ‐ＤＳＣＨ）上のデータ伝送の
ためである、請求項２５記載の方法。
【請求項２９】
　フィードバック情報は上り回線高速専用物理制御チャネル（ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ）経由で
受信される、請求項２５記載の方法。
【請求項３０】
　第二の伝送は共有制御物理チャネル（ＨＳ‐ＳＣＣＨ）経由で送信される、請求項２５
記載の方法。
【請求項３１】
　第一の伝送を第一の通信回線上で送信し、ここで、第一の通信回線は下り回線であり、
　フィードバック情報を第二の通信回線上で送信された第二の伝送において受信し、フィ
ードバック情報は第一の伝送に関係し、ここで、第二の通信回線は上り回線であり、及び
　第一の通信回線上でその第三の伝送を送信し、第三の伝送は前記受信された前記フィー
ドバック情報を表すデータを含み、
　ここで、第三の伝送において受信されたデータが第二の伝送において送信された前記フ
ィードバック情報に対応しなければその上り回線は信頼できないと判定され、上り回線が
信頼できないと判定されれば、第一の伝送の再伝送がシグナリングされるように、
　ディジタル情報を解釈することが可能なディジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）に通
信的に接続されたメモリ。
【請求項３２】
　回線不均衡が特定の送信器ユニットと複数の受信器ユニットとの間の第一の通信回線に
ついて潜在的に存在するかどうかを判定し、ここで、前記判定は前記第一の通信回線を経
由して受信された伝送の信号品質を推定することを含み、推定信号品質が閾値より低けれ
ば回線不均衡が潜在的に存在すると判定される、および、
　回線不均衡が潜在的に存在することが判定されれば、第二の伝送を第二の通信回線経由
で送信し、第二の伝送は第一の通信回線上で第一の伝送において前に受信されたフィード
バック情報に関係し、第二の伝送において受信されたデータが第一の伝送において送信さ
れた前記フィードバック情報に対応しなければ前記第一の通信回線は信頼できないと判定
され、前記第一の通信回線が信頼できないと判定されれば、下り回線の再伝送がシグナリ
ングされるように
　ディジタル情報を解釈することが可能なディジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）に通
信的に接続されたメモリ。
【請求項３３】
　無線通信システムにおける装置、該装置は下記手段を備える：
　第一の伝送を第一の通信回線上で送信する手段、ここで、第一の通信回線は下り回線で
あり、
　第二の通信回線上で送信された第二の伝送において、第一の伝送に関係するフィードバ
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ック情報を受信する手段、ここで、第二の通信回線は上り回線であり、及び
　第三の伝送を第一の通信回線上で送信する手段、ここで、第三の伝送は前記受信された
前記フィードバック情報を表すデータを含み、第三の伝送において受信されたデータが第
二の伝送において送信された前記フィードバック情報に対応しなければ前記上り回線は信
頼できないと判定され、前記上り回線が信頼できないと判定されれば、第一の伝送の再伝
送がシグナリングされる。
【請求項３４】
　無線通信システムにおける装置、該装置は下記手段を備える：
　回線不均衡が特定の送信器ユニットと複数の受信器ユニットとの間の第一の通信回線に
ついて潜在的に存在するかどうかを判定する手段、ここで、前記判定する手段は第一の通
信回線を経由して受信された伝送の信号品質を推定する手段を含み、推定信号品質が閾値
より低ければ回線不均衡が潜在的に存在すると判定される、及び
　　回線不均衡が潜在的に存在することが判定されれば第二の通信回線を経由してその第
二の伝送を送信する手段、ここで、第二の伝送は第一の通信回線上での第一の伝送におい
て前に受信されたフィードバック情報に関係するデータを含み、第二の伝送において受信
されたデータが第一の伝送において送信された前記フィードバック情報に対応しなければ
前記第一の通信回線は信頼できないと判定され、前記第一の通信回線が信頼できないと判
定されれば、下り回線の再伝送がシグナリングされる。
【請求項３５】
　無線通信システムにおける基地局、該基地局は下記を具備する：
　第一の通信回線上で第一の伝送を送信するために作動する送信データ・プロセッサ、こ
こで、第一の通信回線は下り回線である、
　第二の通信回線上で送信された第二の伝送において、第一の伝送に関係するフィードバ
ック情報を受信するために作動する受信データ・プロセッサ、ここで、第二の通信回線は
上り回線である、
　ここで、送信データ・プロセッサはさらに前記受信された前記フィードバック情報を表
すデータを含んでいて第一の通信回線上で第三の伝送を送信するために作動し、第三の伝
送において受信されたデータが第二の伝送において送信された前記フィードバック情報に
対応しなければ前記上り回線は信頼できないと判定され、前記上り回線が信頼できないと
判定されれば、第一の伝送の再伝送がシグナリングされる。
【請求項３６】
　無線通信システムにおける基地局、該基地局は下記を具備する：
　回線不均衡が特定の端末と複数の基地局との間の第一の通信回線について潜在的に存在
するかどうかを判定するために作動する制御器、ここで、前記判定することは第一の通信
回線を経由して受信された伝送の信号品質を推定することを含み、推定信号品質が閾値よ
り低ければ回線不均衡が潜在的に存在すると判定される及び
　回線不均衡が潜在的に存在することが判定されれば、第二の通信回線を経由して第二の
伝送を送信するために作動する送信データ・プロセッサ、
　第二の伝送は第一の通信回線上の第一の伝送において前に受信されたフィードバック情
報に関係するデータを含んでおり、第二の伝送において受信されたデータが第一の伝送に
おいて送信された前記フィードバック情報に対応しなければ前記第一の通信回線は信頼で
きないと判定され、前記第一の通信回線が信頼できないと判定されれば、下り回線の再伝
送がシグナリングされる。
【請求項３７】
　下り回線上で第一の伝送を受信するために作動する受信データ・プロセッサ、
　上り回線上で第二の伝送におけるフィードバック情報を送信するために作動する第１の
送信データ・プロセッサであって、フィードバック情報は第一の伝送に関係し、受信デー
タ・プロセッサはさらに下り回線上で第三の伝送を受信するために作動し、第三の伝送は
送信されたフィードバック情報に関係するデータを含み、
　第三の伝送において受信されたデータ、及びフィードバック情報に基づいて上り回線の
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信頼性を判定するために作動する制御器、ここで、前記判定することは第三の伝送におい
て受信されたデータが第二の伝送において送信された前記フィードバック情報に対応しな
ければ前記上り回線は信頼できないと判定することを含む、および、
　前記上り回線が信頼できないと判定されれば、第一の伝送の再伝送をシグナリングする
第２の送信データ・プロセッサを具備する、無線通信システムにおける端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般にデータ通信に関係し、特に無線通信システム（例えば、ＣＤＭＡシステ
ム）において回線不均衡による有害な影響を緩和するための技術に関係する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムは音声、パケット・データ、等々といった様々なサービスを行うため
に広く配備されている。これらのシステムは多数のユーザーとの通信に対応できる多元接
続システムで、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分
割多元接続（ＦＤＭＡ）、または他のいくつかの多元接続技術に基づいている。ＣＤＭＡ
システムはシステム容量の増加を含め、他の型式のシステムに対してある利点を提供する
。
【０００３】
　信頼性を上げるため、端末はソフト・ハンドオーバー（soft handover）としばしば呼
ばれる処理を介して多数の基地局と同時に通信する。ソフト・ハンドオーバーは一般的に
あるサービス（例えば、音声）に対応するが、下り回線上のパッケット・データについて
大抵は対応しない。これは下り回線上のソフト・ハンドオーバーに対応するために余計な
伝送電力が必要とされるからである。さらに、パッケット・データ・サービスはより長い
遅延に耐えることができ、そのことは再伝送手法の実施を可能にする。下り回線上のパッ
ケット・データ伝送について、端末が通信している一つの基地局はサービス基地局として
指定され、この基地局だけがパッケット・データを端末に伝送する。端末によって誤って
受信されたデータ・パッケット（即ち、抹消パケット（erased packets））は基地局に送
信されたフィードバック情報により確認され、それは抹消パケットを再送信することがで
きる。
【０００４】
　システム容量を最大にするため、ＣＤＭＡシステム中の上り回線上で、各端末の伝送電
力は基地局で受信される上り回線の信号対雑音及び干渉比（ＳＮＲ）が目標ＳＮＲに維持
されるように電力制御回路により制御される。この目標ＳＮＲはしばしば設定点（setpoi
nt）と云われる。ソフト・ハンドオーバーの間、各端末の上り回線伝送電力はある基地局
が低減を要求すれば端末がその伝送電力を低減する「オア・オブ・ダウン（OR-of-the-Do
wn）」則に基づいて一般に調整される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ある場合には、端末にとって最良の上り回線をもつ基地局はサービス基地局ではない。
回線不均衡と云われるこの現象はパケット・データ伝送の性能に有害な影響を与える。特
に、回線不均衡が存在すれば、端末の上り回線伝送電力は最良の上り回線をもつ基地局に
おける受信ＳＮＲに基づいて調整されるであろう。しかしながら、この基地局はパケット
・データを端末に送信し、且つ端末からフィードバック情報を受信する基地局ではない。
回線不均衡が十分に大きければ、サービス基地局は端末から抹消パケットに関するフィー
ドバック情報を確実に受信できない。そして、性能はこれらの抹消パケットを再送信する
失敗によって大きく影響を受ける。
【０００６】
　したがって、無線通信システムにおける回線不均衡による有害な影響を緩和するための
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技術が当技術分野において必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　端末（またはＵＥ）と多数の基地局（またはノードＢ）との間の上り回線の回線不均衡
の影響を緩和する技術がここに提供される。一つの形態では、サービス基地局（即ち、端
末にパケット・データを伝送するように指定された基地局）はパケット・データ伝送を受
信するために指定された各端末の上り回線受信ＳＮＲを監視する。そして、上り回線受信
ＳＮＲ及びＳＮＲ閾値に基づいて、サービス基地局は回線不均衡がそのような各端末につ
いて潜在的に存在するかどうかを判定する。別の形態では、回線不均衡が潜在的に存在す
ることが判定されれば、３通りのハンドシェークがパケット・データ伝送に使用されるフ
ィードバック機構の信頼性を点検するために実行される。そして、適切な応答行為が点検
の結果に基づいて行われる。
【０００８】
　実施例では、ＣＤＭＡ通信システムにおける上り回線の信頼性を点検する方法が提供さ
れる。その方法に従って、回線不均衡が特定の端末といくつかの基地局との間に潜在的に
存在するかどうかが初めに判定される。回線不均衡は端末からサービス基地局までが別の
基地局までより悪い上り回線であることが特色である。回線不均衡は端末についてサービ
ス基地局で受信された上り回線ＳＮＲをＳＮＲ閾値に対して比較し、且つ上り回線受信Ｓ
ＮＲがＳＮＲ閾値より低ければ回線不均衡が潜在的に存在することを示すことによって判
定される。
【０００９】
　回線不均衡が潜在的に存在することが判定されれば、上り回線によって前に受信された
フィードバック情報に関係するデータをその中に含んだ下り回線上で伝送が送られる。フ
ィードバック情報は下り回線上で伝送された前のデータ・パケットに関する肯定応答（Ａ
ＣＫ）、否定応答（ＮＡＫ）、及び不連続伝送（ＤＴＸ）ビットを含む。この場合には、
下り回線上の伝送はＡＣＫ、ＮＡＫ、またはＤＴＸがフィードバック情報について受信さ
れたかどうかに基づいて決定される値に設定されたビットを含む。
【００１０】
　本発明の様々な形態及び実施例は下記でさらに詳細に述べられる。下記でさらに詳細に
述べられるように、本発明はさらに本発明の様々な形態、実施例、及び特徴を実施する方
法、プログラム・コード、ディジタル信号プロセッサ、受信器ユニット、送信器ユニット
、端末、基地局、システム、及び他の装置及び要素を提供する。
【００１１】
　本発明の特徴、特性、および利点は同様な参照符号が全体にわたり対応して同一である
図面と関連して取られる以下に始まる詳細な記述からさらに明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は回線不均衡の有害な影響を緩和するための技術の様々な形態及び実施例を実施す
る無線通信システムである。システム１００は特定の地域に関して受信区域を提供するい
くつかの基地局１０４を含む。簡単にするために、図１にはただ二つの基地局が示されて
いる。基地局はまたノードＢ、基地送受信システム（ＢＴＳ）、アクセス・ポイント、ま
たは他の用語でも云われる。その用語が使用される文脈に応じて、基地局及び／またはそ
の受信区域はしばしばセルと云われる。基地局はＵＭＴＳ無線アクセス網（ＵＴＲＡＮ）
の一部である。
【００１３】
　様々な端末１０６は一般的にシステムの至る所に分散される。簡単にするために、図１
にはただ一つの端末が示されている。端末はまたユーザー設備（user equipment ：ＵＥ
）、移動局、アクセス端末、または、他の用語でも呼ばれる。端末が稼働であるかどうか
、ソフト・ハンドオーバーがデータ伝送に対応するかどうか、及びソフト・ハンドオーバ
ーしているかどうかによって、各端末はある時間に下り回線及び／または上り回線上で一
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以上の基地局と交信する。下り回線（即ち、順方向回線）は基地局から端末への伝送を云
い、上り回線（即ち、逆方向回線）は端末から基地局への伝送を云う。
【００１４】
　システム制御器１０２は基地局１０４に接続され、さらに公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）
及び／または一以上のパケット・データ網（ＰＤＮ）に接続される。システム制御器１０
２はまた無線網制御器（ＲＮＣ）、基地局制御器（ＢＳＣ）、または他の用語でも呼ばれ
る。システム制御器１０２はそれに接続された基地局について整合及び制御を行う。シス
テム制御器１０２はさらに、基地局１０４を経由して、（１）端末１０６間の、及び（２
）端末１０６と、ＰＳＴＮ（例えば、従来の電話）及びＰＤＮに接続された他のユーザー
との間の呼出しの経路割当を制御する。
【００１５】
　回線不均衡の有害な影響を緩和するためにここに示された技術は様々な無線通信システ
ムにおいて実施される。システム１００は符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）、または周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）通信システムである。ＣＤＭＡ
システムとして、システム１００はＷ‐ＣＤＭＡ、ＩＳ‐９５、ＩＳ‐２０００、ＩＳ‐
８５６等々といった一般に既知の一以上のＣＤＭＡ規格を実施するように設計されている
。明確にするために、回線不均衡を緩和するための様々な形態、実施例、及び実施の詳細
はＷ‐ＣＤＭＡシステムについて下で述べられる。Ｗ‐ＣＤＭＡ用語を使用すると、基地
局、端末、及びシステム制御器は次の記述においてそれぞれノードＢ、ＵＥ、及びＲＮＣ
と云われる。
【００１６】
　Ｗ‐ＣＤＭＡでは、特定のＵＥに送信されるデータは上位層において一以上の輸送チャ
ネル（transport channels）として処理される。そして、輸送チャネルはＵＥに割当てら
れた（物理層における）一以上の物理チャネルにマップされる。物理チャネルは、（１）
特定の搬送周波数、（２）伝送の前にデータをスペクトル拡散するために使用される特定
のスクランブル符号、（３）他の符号によってチャネル化されたデータに直交するように
データをチャネル化するために使用される（必要であれば）一以上のチャネル化符号、（
４）（期間を定義する）特定の開始及び停止時間、及び（４）上り回線上における相対位
相（０またはπ／２）を含む様々なパラメータによって定義される。これらの様々な物理
チャネル・パラメータはＷ‐ＣＤＭＡ規格文書に詳細に記述されている。
【００１７】
　Ｗ‐ＣＤＭＡによって定義された次の輸送及び物理チャネルがここに引用される：
・ＣＰＩＣＨ：共通パイロット・チャネル
・ＤＰＤＣＨ：専用物理データ・チャネル
・ＤＰＣＣＨ：専用物理制御チャネル
・ＤＰＣＨ：専用物理チャネル（ＤＰＤＣＨ及びＤＰＣＣＨを含む）
・ＨＳ‐ＤＳＣＨ：高速下り回線共有チャネル
・ＨＳ‐ＳＣＣＨ：ＨＳ‐ＤＳＣＨに関する共有制御物理チャネル
・ＨＳ‐ＰＤＳＣＨ：高速物理下り回線共有チャネル
・ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ：高速専用物理制御チャネル（下り回線）
　Ｗ‐ＣＤＭＡの公開文書５は高速下り回線パケット・アクセス（ＨＳＤＰＡ）に対応し
、それは下り回線上のデータの高速伝送を可能にするＵＴＲＡＮの一部として定義された
一連の物理チャネル及び手続きである。ＨＳＤＰＡに関するデータは輸送ブロック（或い
は、パケット）において処理され、その各々は伝送時間間隔（ＴＴＩ）と云われる時間間
隔にわたっている。そして、輸送ブロックは高速下り回線共有チャネル（ＨＳ‐ＤＳＣＨ
）に多重化され、それは多数のＵＥによって共有される下り回線輸送チャネルである。そ
して、ＨＳ‐ＤＳＣＨは高速物理下り回線共有チャネル（ＨＳ‐ＰＤＳＣＨ）にマップさ
れる。
【００１８】
　ＨＳＤＰＡのチャネル構造はこのように多数のＵＥについて時間及び符号分割多重（Ｔ
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ＤＭ／ＣＤＭ）方法でデータを伝送するために使用される単一高速下り回線物理チャネル
（ＨＳ‐ＰＤＳＣＨ）を含む。ＨＳ‐ＰＤＳＣＨの信号は、ＨＳ‐ＰＤＳＣＨを適切に受
信するために使用される様々なパラメータを含み、関連するＨＳ‐ＳＣＣＨ上で伝送され
る。ＨＳＤＰＡチャネル構造はまたＵＥが正しく受信された及び不正確に受信された（即
ち、抹消）データ・パケットを通報するフィードバック機構を含む。このフィードバック
機構は混成ＡＲＱ（ＨＡＲＱ）と呼ばれ、それによってノードＢはパケットがＵＥによっ
て正しく受信されたかどうかを知ることができる。ノードＢが否定応答（ＮＡＫ）を受信
すれば、それは抹消パケットを再送する。
【００１９】
　ＨＳＰＤＡを受信する各ＵＥはまた下り回線ＤＰＣＨ及び上り回線ＤＰＣＨを割当てら
れる。下り回線ＤＰＣＨはノードＢからＵＥへのユーザー特定データ及び信号を伝送する
ために使用される。上り回線ＤＰＣＨはＵＥからノードＢへのユーザー特定データ及び信
号を伝送するために使用される。ＨＳＰＤＡを受信する各ＵＥはまたＨＳ‐ＰＤＳＣＨを
経由して下り回線上で受信されたデータ伝送のための上り回線ＨＳ‐ＰＤＣＣＨに関する
フィードバック情報を送信する。ＨＳＰＤＡのために使用されるＨＳＤＰＡ伝送及び物理
チャネルは下記でさらに詳細に述べられる。
【００２０】
　図２ＡはＷ‐ＣＤＭＡによって定義されたＨＳ‐ＰＤＳＣＨのサブフレーム構造を例示
する図である。ＨＳ‐ＰＤＳＣＨは輸送チャネルであるＨＳ‐ＤＳＣＨに関するデータを
搬送するために使用される下り回線物理チャネルである。
　図２Ａに示されたように、ＨＳ‐ＰＤＳＣＨに関する伝送時間線はサブフレームに分割
され、各サブフレームは３個のスロットを含み、且つ２ｍｓｅｃの持続期間を有する。各
スロットは２５６０チップの持続期間を持ち、且つチャネル化当たり１６０＊Ｍのデータ
・ビットを搬送することができる。ここで、ＱＰＳＫに関してはＭ＝２で、１６‐ＱＡＭ
ではＭ＝４である。チップは空中での伝送の前にスペクトル的にデータに対するスクラン
ブル符号として使用される擬似乱数雑音（ＰＮ）系列の１ビットに対応する。
【００２１】
　ＨＳ‐ＰＤＳＣＨはＨＳ‐ＤＳＣＨ伝送のために保存される一組のチャネル化符号から
選択される固定の拡散要素ＳＦ＝１６の１チャネル化符号と関連している。ＳＦはチャネ
ル化符号の拡散要素（或いは、系列長）を表し、ＳＦが短いほど高データ伝送率に対応す
る。実効的なデータ伝送率を増加させるため、多数のチャネル化符号を受信することが可
能であれば、ＵＥは同じＨＳ‐ＰＤＳＣＨサブフレームにおいて多数のチャネル化符号を
割当てられる。
【００２２】
　図２ＢはＷ‐ＣＤＭＡによって定義されたＨＳ‐ＳＣＣＨのサブフレーム構造を例示す
る図である。ＨＳ‐ＳＣＣＨはＨＳ‐ＤＳＣＨ伝送に関係する下り回線信号を搬送するた
めに使用される固定伝送率の下り回線物理チャネルである。特に、ＨＳ‐ＳＣＣＨは関連
のＨＳ‐ＰＤＳＣＨ上で伝送されるパケットを受信し、且つ復号するためにＵＥによって
必要とされる物理層情報を搬送する。この情報は下記を含む：
・チャネル化符号集合（７ビット）：ＨＳ‐ＰＤＳＣＨのために使用される開始チャンネ
ル化符号及び符号の数を示す。
・変調手法（１ビット）：ＱＰＳＫまたは１６‐ＱＡＭのいずれがＨＳ‐ＰＤＳＣＨのた
めに使用されるかを示す。
・輸送ブロック・サイズ（６ビット）：ＨＳ‐ＤＳＣＨ上の関連サブフレーム内で伝送さ
れているデータ・ビットの数を示す。
・ＨＡＲＱ処理情報（３ビット）
・冗長度及び星座の版（３ビット）
・新しいデータ指標（１ビット）：新しいパケットがＨＳ‐ＰＤＳＣＨ上で伝送されつつ
あるかどうかを示す。
・ＵＥ情報（identity）またはＵＥのＩＤ（１０ビット）：ＨＳ‐ＰＤＳＣＨ上のパケッ
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トが目的している特定のＵＥを識別する。
【００２３】
　図２Ｂに示されたように、ＨＳ‐ＳＣＣＨに関する伝送時間線はまたサブフレームに分
割され、各サブフレームは３個のスロットを含み、且つ２ｍｓｅｃの持続期間を有する。
各スロットは４０のデータ・ビットを搬送することができ、２５６０チップの持続期間を
有する。チャネル化符号集合及び変調手法（パート１とラベル付けされる）はＵＥのＩＤ
を使用して符号化され、サブフレームのスロット０上で送信される。輸送ブロック・サイ
ズ、ＨＡＲＱ処理情報、冗長度及び星座の版、及び新しいデータ指標（パート２とラベル
付けされる）はまたＵＥのＩＤを使用して符号化され、サブフレームのスロット１及び２
上で送信される。
【００２４】
　図２Ｂに示されたように、ＨＳ‐ＳＣＣＨは２ｍｓｅｃにわたり、それはＨＳ‐ＤＳＣ
Ｈと同じである。しかしながら、ＨＳ‐ＳＣＣＨは対応するＨＳ‐ＤＳＣＨの２スロット
前に伝送される。従って、ＨＳ‐ＤＳＣＨがスロットｎ、ｎ＋１、及びｎ＋２にわたれば
、対応するＨＳ‐ＳＣＣＨ上の関連サブフレームはスロットｎ－２、ｎ－１、及びｎにわ
たる。
【００２５】
　図２ＣはＷ‐ＣＤＭＡによって定義されたＨＳ‐ＤＰＣＣＨのフレーム構造を例示する
図である。上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨはＨＳ‐ＰＤＳＣＨ上の下り回線伝送に関係する上
り回線フィードバック情報を搬送するために使用される物理チャネルである。
　図２Ｃに示されたように、ＨＳ‐ＤＰＣＣＨの伝送時間線はフレームに分割され、各フ
レームは５個のサブフレームを含み、且つ１０ｍｓｅｃの持続期間を有する。各サブフレ
ームは３個のスロットを含み、各スロットは１０個のデータ・ビットを持ち、且つ２５６
０チップの持続期間を有する。各ＨＳ‐ＤＰＣＣＨサブフレームは二つのフィールド‐（
１）サブフレームのスロット０において搬送される混成ＡＲＱ肯定応答（ＨＡＲＱ‐ＡＣ
Ｋ）フィールド、及び（２）サブフレームのスロット１及び２において搬送されるチャネ
ル品質指標（ＣＱＩ）フィールドを含む。ＨＡＲＱ‐ＡＣＫフィールドは（Ｏｎ／Ｏｆｆ
ビットである）ＡＣＫ／ＮＡＫについて１ビットを含む。ＣＱＩフィールドはＨＳ‐ＤＳ
ＣＨ上でＵＥへの下り回線伝送を予定計画するためスケジューラによって使用される様々
なパラメータを含む。ＣＱＩフィールドに関するパラメータは、例えば、輸送ブロック・
サイズ、符号化率、ＨＳ‐ＰＤＳＣＨチャネル化符号、変調、電力オフセット、ＢＬＥＲ
閾値、及びＨＳ‐ＤＳＣＨとＣＰＩＣＨとの間の暗黙（default）電力オフセットを含む
。
【００２６】
　図２ＤはＷ‐ＣＤＭＡによって定義された上り回線ＤＰＣＨのフレーム構造を例示する
図である。上り回線ＤＰＣＨは、（１）ユーザー専用パケット・データを搬送するために
使用されるＤＰＤＣＨ、及び（２）制御データ（下り回線チャネルの電力制御情報を含む
）を搬送するために使用されるＤＰＣＣＨを含む。ＤＰＤＣＨ及びＤＰＣＣＨ上の伝送は
無線フレーム（radio frames）に分割され、各無線フレームはスロット０からスロット１
４までラベル付けされた１５スロットを包含する。
【００２７】
　ＤＰＣＣＨについて、各スロットは異なる形式の制御データを搬送するために使用され
るいくつかのフィールドにさらに分割される。図２Ｄに示されたように、ＤＰＣＣＨは、
（１）専用物理チャネルに関するパイロットを送信するために使用されるパイロット・フ
ィールド、（２）上り回線ＤＰＤＣＨ上で多重化された輸送チャネルの瞬間的パラメータ
（例えば、ビット率、チャネル化符号、等々）を送信するために使用される輸送フォーマ
ット組合せ指標（ＴＦＣＩ）、（３）様々な伝送ダイバシチ・モードといった、ユーザー
端末と基地局との間のフィードバックを要する技術に対応するために使用されるフィード
バック情報（ＦＢＩ）フィールド、及び（４）下り回線上でその伝送電力を調整するよう
にノードＢに指令するため電力制御情報を送信するために使用される伝送電力制御（ＴＰ
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Ｃ）フィールドを含む。
【００２８】
　図３はＨＳＤＰＡを実施するために使用される様々な下り回線及び上り回線の物理チャ
ネル間のタイミング関係を例示する図である。図３で示されたタイミング関係はＨＳＤＰ
Ａ伝送を受信するために指定された特定のＵＥに関するものである。
　上り回線ＤＰＣＣＨは上り回線ＤＰＣＨに関する信号を送信するためにＵＥによって使
用される。上り回線ＤＰＣＣＨのタイミングは基準として使用され、他の物理チャネルに
関するタイミングは上り回線ＤＰＣＣＨに関連して提供される。
【００２９】
　図３に示されたように、ＨＡＲＱパケットはＨＳ‐ＤＰＳＣＨ上でサブフレーム３１２
中のＵＥに伝送される。サブフレーム３１２の開始は時間Ｔ１後のある時間量で起こり、
それは上り回線上のスロットの開始である。ＨＡＲＱパケットは指定されたＵＥに伝送さ
れ、それはパケットを受信し、且つ再生を試みる。復号処理の結果に基づいて、ＵＥは下
記のうちの一つを折返し通報する：（１）パケットが正しく受信されたことを示す肯定応
答（ＡＣＫ）、（２）パケットが誤って（即ち、抹消されて）受信されたことを示す否定
応答（ＮＡＫ）、または（３）対応するＨＳ‐ＳＣＣＨを検出するのを失敗すれば（逸す
れば）、何も伝送しない（またはＤＴＸビットを伝送する）。このフィードバック情報は
上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ上の指定サブフレーム３１４中のＵＥから伝送される。サブフ
レーム３１４は時間Ｔ２で始まり、それは対応するサブフレーム３１２の終わりから特定
量の時間である。サブフレーム３１２の終わりとサブフレーム３１４の開始との間の遅延
は７．５スロットにτｘを加えたもので、τｘは０から２５５チップの間の値である。遅
延τｘは上り回線ＤＰＣＣＨ上のスロットの開始（Ｔ１）と上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ上
のサブフレーム３１４の開始（Ｔ２）との間の経過時間τｙが２５６＊ｍチップであるよ
うに定義され、ここでｍは整数である。
【００３０】
　図１に戻って参照すると、ＨＳＤＰＡについて、ＵＥはＤＰＣＨに関する上り回線上で
多数のノードＢとソフト・ハンドオーバー（ＳＨＯ）にある。ソフト・ハンドオーバーは
多数の伝送が受信され、且つデータ伝送の信頼性を増大させるために処理される過程であ
る。下り回線について、データは多数のノードＢからＵＥに伝送され、それ（ＵＥ）は（
１）多数の受信伝送に関するシンボルを結合し、結合されたシンボルを復号するか、また
は（２）多数の受信伝送に関するシンボルを結合し、最良の復号結果を選択することがで
きる。上り回線について、ＵＥからのデータ伝送は多数のノードＢによって受信され、復
号結果を提供するために処理される。上り回線について、各ノードＢは一般的にその受信
伝送のシンボルを独立に復号して、結合／選択のために復号結果をＲＮＣに提供する。
【００３１】
　ＨＳＤＰＡはＨＳ‐ＤＳＣＨについて下り回線上で多数のノードＢとのソフト・ハンド
オーバーに対応しない。ＨＳＤＰＡについて、ＵＥの稼働集合中の一つのノードＢだけが
ＨＳＤＰＡに関するサービス・ノードＢ（または単に、サービス・ノードＢ）として指定
される。稼働集合はＵＥが現在通信しているノードＢのリストを含む。ソフト・ハンドオ
ーバーはＨＳＤＰＡに対応しないので、図１に示されたように、ＵＥはサービス・ノード
ＢだけからＨＳＤＰＡ伝送を受信する。ＵＥの稼働集合における他のノードＢは一般的に
サービス・ノードＢによるＨＳＤＰＡ伝送を一つも知らない。ＨＳＤＰＡについてＵＥに
よってＨＳ‐ＤＰＣＣＨ上で通報されたフィードバック情報はこのようにサービス・ノー
ドＢに向けられ、他のノードＢには向けられない。
【００３２】
　ここに使用されたように、回線不均衡はサービス・ノードＢがＵＥについて最良の上り
回線をもったものではない現象である。この現象はいくつかの理由で発生する。最良の上
り回線を持たないサービス・ノードＢに関する普通の理由はハンドオフ遅延のためである
。ＲＮＣはＵＥの稼働集合における全てのノードＢの受信下り回線ＳＮＲを推定し、そし
てハンドオフ指令メッセージをＵＥに送信する。この処理は大きな遅延を包含する。別の
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理由はＨＳＤＰＡ下り回線に対応する上り回線が別の上り回線より弱くなるところに真の
物理的不均衡が存在することである。
【００３３】
　サービス・ノードＢがＵＥが最良の上り回線を持つノードＢとは異なるとき、サービス
・ノードがもはや信頼できないシナリオが創られる。ＵＥからのフィードバック情報はサ
ービス・ノードＢによって確実に受信されないため、回線不均衡はＨＳＤＰＡ伝送に関す
る性能に有害な影響を与える。回線不均衡に起因する性能への影響は下記で述べられる。
【００３４】
　図１に示されたように、ＨＳＤＰＡ可能なＵＥは二つのノードＢ、Ｂ１とＢ２との間で
ソフト・ハンドオーバーしている。上り回線ＤＰＤＣＨ（即ち、上り回線ＤＰＣＨのデー
タ部分）は両方のノードＢによって受信される。各ノードＢは受信上り回線ＤＰＤＣＨを
独立に処理し、復号結果をＲＮＣに提供する。ＲＮＣは両方のノードＢからの復号結果を
受信し、且つ結合して、ＤＰＣＨ上の上り回線伝送のブロック誤り率（ＢＬＥＲ）を決定
し、設定点を両方のノードＢに提供する。設定点は特定の目標ＢＬＥＲを達成するために
必要とされると思われる特定の目標受信信号品質である。設定点は特定の信号対雑音及び
干渉比（ＳＮＲ）またはいくつかの他の測定値によって定量化される。実際のＢＬＥＲが
目標ＢＬＥＲより高ければ、設定点はさらに高く調整され、実際のＢＬＥＲが目標ＢＬＥ
Ｒより低ければ、さらに低く調整される。ＢＬＥＲに基づいて設定点を調整する機構はし
ばしば外部電力制御回路と云われる。
【００３５】
　設定点は各ＵＥの上り回線伝送電力を調整するために各ノードＢによって使用される。
特に、特定のノードＢにおける受信ＳＮＲが低ければ、伝送電力の増加を要求するためＵ
Ｐ命令がＵＥに伝送される。逆に、受信ＳＮＲが設定点より大きければ、伝送電力の減少
を要求するためＤＯＷＮ命令がＵＥに伝送される。ＵＥは全てのノードＢから命令を受信
し、そしてあるノードＢが減少を要求すれば上り回線伝送電力を低減する「オア・オブ・
ダウン（OR-of-the-DOWN）」則を実施する。受信ＳＮＲに基づいてＵＥの伝送電力を調整
する機構はしばしば内部電力制御回路と云われる。
【００３６】
　この例について、サービス・ノードＢはＢ１であるが、その上り回線はＵＥから第二の
ノードＢ２までより良好である。ＤＰＤＣＨに関する目標ＢＬＥＲが満たされるかぎり、
ＲＮＣは両方のノードＢのための外部ループについて同じ上り回線設定点を維持する。Ｕ
Ｅの稼働集合中の各ノードＢはＵＥからの上り回線伝送の受信ＳＮＲを決定する。この上
り回線受信ＳＮＲはＵＥによって伝送られたパイロット（即ち、図２Ｄに示される上り回
線ＤＰＣＣＨにおけるパイロット・フィールド中で伝送されたパイロット）に基づいて推
定される。ノードＢ２への上り回線はノードＢ１への上り回線より良いので、ノードＢ１
において受信された上り回線伝送の受信ＳＮＲは設定点より低く、そしてノードＢ２にお
ける受信ＳＮＲは設定点より大きいであろう。そして、ノードＢ１はその上り回線伝送電
力を増加させることをＵＥに要求するＵＰ命令を送信し、一方、ノードＢ２はその上り回
線伝送電力を減少させることをＵＥに要求するＤＯＷＮ命令を送信するであろう。ＵＥが
オア・オブ・ダウン則を実施すれば、それはノードＢ２から受信されたＤＯＷＮ命令のた
めに上り回線伝送電力を低減させるであろう。
【００３７】
　ＨＳＤＰＡについて、ＵＥはまた上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨを伝送し、それは（１）Ｈ
Ｓ‐ＤＰＳＣＨ上のＨＳＤＰＡ伝送のためのＨＡＲＱに関するＡＣＫ／ＮＡＫ信号メッセ
ージ、及び（２）ＵＥへのＨＳＤＰＡ伝送を予定計画するためスケジューラによって使用
されるチャネル品質指標（ＣＱＩ）信号を含む。ＨＳ‐ＤＰＳＣＨはサービス・ノードＢ
１から伝送されるのみであり、且つソフト・ハンドオーバーはこの物理チャネルに対応し
ていないので、関連の上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨに関するフィードバック情報はサービス
・ノードＢ１のみのものである。しかしながら、サービス・ノードＢ１における上り回線
のより低い受信ＳＮＲのために、上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨの信頼性は顕著に或いは大幅



(13) JP 4422608 B2 2010.2.24

10

20

30

40

50

に減少する。特に、上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨの信頼性は二つのノードＢ間の回線不均衡
の増加と共に悪化する。
【００３８】
　そのような状況が存在するとき、ノードＢ間の回線不均衡の影響を緩和するための技術
がここに提供される。一つの形態では、サービス・ノードＢはＨＳＤＰＡ伝送を受信する
ように指定された各ＵＥに関する上り回線受信ＳＮＲを監視する。そして、サービス・ノ
ードＢは、上り回線受信ＳＮＲ及びＳＮＲ閾値に基づいて、回線不均衡がそのような各Ｕ
Ｅについて潜在的に存在するかどうかを判定する。別の形態では、回線不均衡の可能性が
検出されれば、ＨＳＤＡ伝送についてフィードバック機構の信頼性を点検するためＨＡＲ
Ｑ処理における３通りのハンドシェークが行われる。そして、適切な応答行為が点検の結
果に基づいて行われる。これらの形態は下記でさらに詳細に述べられる。
【００３９】
　信頼できるＨＳＤＰＡ伝送のために、上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ上のＵＥからのＡＣＫ
／ＮＡＫ伝送の要求は次のように指定される：
確率｛ＡＣＫ→ＮＡＫ｝≦１０－２

確率｛ＮＡＫ→ＡＣＫ｝≦１０－４

確率｛ＤＴＸ→ＡＣＫ｝≦１０－２

上記は、（１）ノードＢによってＮＡＫとして受信されつつあるＵＥによって伝送された
ＡＣＫの確率は１０－２以下である必要がある、（２）ノードＢによってＡＣＫとして受
信されつつあるＵＥによって伝送されたＮＡＫの確率は１０－４以下である必要がある、
（３）ノードＢによってＡＣＫとして受信されつつあるＵＥによって伝送された不連続伝
送（ＤＴＸ）の確率は１０－２以下である必要があることを述べている。
【００４０】
　伝送されたＡＣＫがＮＡＫとして誤って受信されれば、ＵＥにおいて正しく復号された
データはノードＢによって不必要に再送される。これはシステム容量を低減させるが、Ｕ
Ｅの性能に有害な影響は及ぼさない。しかしながら、伝送されたＮＡＫがＡＣＫとして誤
って受信されれば、ＵＥで誤って復号されたデータはノードＢによって再送されないだろ
う。そして、これはＵＥの性能及びシステムに厳しく影響する。このように、より高い信
頼性が達成されるように、ＮＡＫはＵＥによって上り回線上で伝送される。しかしながら
、回線不均衡のあるところで、繰返し及び／またはより高いＮＡＫ／パイロット比によっ
てさえも、１０－４以下の指定｛ＮＡＫ→ＡＣＫ｝誤り目標は達成されない。
【００４１】
　図４は回線不均衡を検出するためＵＥについて上り回線受信ＳＮＲを監視するためにサ
ービス・ノードＢによって行われる処理４００の実施例のフローチャートである。処理４
００はＨＳＤＰＡ伝送を受信するために指定された各ＵＥについて行われる。
　初めに、サービス・ノードＢはＵＥからの上り回線伝送（例えば、上り回線ＤＰＣＣＨ
に含まれるパイロット）の受信ＳＮＲを推定する（ステップ４１０）。そして、サービス
・ノードＢはＵＥの上り回線受信ＳＮＲをＳＮＲ閾値に対して比較する（ステップ４１２
）。このＳＮＲ閾値は回線不均衡を良く検出するために選択され、そしてコンピュータ・
シミュレーション、実験測定、いくつかの他の手段、またはその組合せに基づいて決定さ
れる。特定の例として、ＳＮＲ閾値は－２１ｄＢに設定される。
【００４２】
　そして、ＵＥについての上り回線受信ＳＮＲがＳＮＲ閾値より小さいかどうかの判定が
行われる（ステップ４１４）。比較の結果がＮＯ（否）であれば、ＵＥは回線不均衡を経
験しないものとして分類され（テップ４１６）、その処理は終結する。他の場合は、受信
ＳＮＲがＳＮＲ閾値より小さければ、ＵＥは回線不均衡を潜在的に経験するものとして分
類される（ステップ４１８）。そして、３通りのハンドシェークがＵＥからサービス・ノ
ードＢへの上り回線フィードバックの信頼性を点検するために行われる（ステップ４２０
）。３通りのハンドシェークは下記でさらに詳細に述べられる。そして、適切な応答行為
が３通りのハンドシェークの結果に基づいて行われる。そして、その処理は終結する。
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【００４３】
　図４において、ステップ４１０から４１４まではＵＥが回線不均衡を潜在的に経験して
いるかどうかを判定する。ステップ４１６から４２０までは回線不均衡の有害な影響を緩
和するために行われる最初のステップである（他の緩和手段は簡単にするために図４には
示されない）。
【００４４】
　図５は上り回線の信頼性を点検するためにサービス・ノードＢとＵＥとの間で３通りの
ハンドシェークを行う処理４２０ａの実施例のフローチャートである。処理４２０ａは図
４のステップ４２０の一実施例であり、ステップ４２０のために使用される。実施例では
、オーバーヘッド信号の量を減少させるために、処理４２０ａはＵＥが回線不均衡を経験
しつつあることが検知された後で行われるだけである。
【００４５】
　３通りのハンドシェークについて、サービス・ノードＢは最初にＨＳ‐ＤＳＣＨ上でＨ
ＡＲＱパケットを、及びＨＳ‐ＳＣＣＨ上で関連する信号を伝送する（ステップ５１０）
。ＨＡＲＱパケットは指定されたＵＥに関するデータを含むパケットである。ＨＡＲＱパ
ケットに含まれるべきデータは、例えば、（１）サービス・ノードＢはＵＥに伝送するデ
ータを持っているかどいか、（２）ＡＣＫまたはＮＡＫは、もしあれば、サービス・ノー
ドＢによって受信されたかどうか、（３）回線不均衡はＵＥについて検知されたかどうか
、等々といった様々な要素に依存する。このように、ＨＡＲＱパケットは新しいデータ・
パケット、前に伝送されたデータ・パケット、前に伝送されたデータ・パケットの部分パ
ケット、他のいくつかの形式のパケットを含む。
【００４６】
　ＨＳ‐ＳＣＣＨにおける関連する信号は上で列挙された情報を含み、それは（１）その
パケットが意図している特定のＵＥを識別するために使用されるＵＥのＩＤ、及び（２）
関連するＨＳ‐ＤＳＣＨ上のデータ伝送を記述している様々なパラメータを含む。例えば
、そのパラメータはチャネル化符号、輸送ブロック・サイズ、優先権系列、等々を確認す
る。ＨＳ‐ＳＣＣＨ上で送信されるパラメータはＨＳ‐ＤＳＣＨ上で送信されるＨＡＲＱ
パケットを受信するために使用され、さらに受信ＨＡＲＱパケットに関係する他のいくつ
かの行為を行うために使用される。
【００４７】
　ＵＥはそれが関連のＨＳ‐ＤＳＣＨ上でパケットを再生すべきかどうかを判定するため
にＨＳ‐ＳＣＣＨを受信し、且つ処理する（ステップ５２０）。そして、ＵＥがＨＳ‐Ｓ
ＣＣＨを見逃したかどうかの判定が行われる。ＵＥがＨＳ‐ＤＳＣＨ上のＨＡＲＱパケッ
トがそれ向けであることを検知できなければ、ＵＥはＨＳ‐ＳＣＣＨを見逃したことにな
る。例えば、ＵＥがＨＳ‐ＳＣＣＨ中のＵＥのＩＤを不正確に復号すれば、これはその場
合である。ＵＥがＨＳ‐ＳＣＣＨを見逃せば、それはパケットに関して上り回線ＨＳ‐Ｄ
ＰＣＣＨ上で何も（ＤＴＸ）伝送しない（ステップ５２４）。ＤＴＸは上り回線伝送が止
められるべきであり、ＵＥによって実際に伝送されないことを単に示す。
【００４８】
　他の場合は、ＵＥがＨＳ‐ＳＣＣＨを適切に受信し、ＨＡＲＱパケットがＨＳ‐ＤＳＣ
Ｈ上でそれについて伝送されることをＨＳ‐ＳＣＣＨ上の復号信号から決定すれば、ＵＥ
はパケットを再生するためにＨＳ‐ＤＳＣＨを処理する（ステップ５２６）。そして、パ
ケットが誤って受信された（即ち、抹消された）か、正しく受信されたかどうかの判定が
行われる（ステップ５２８）。パケットが誤って受信されたならば、ＮＡＫがパケットに
関するフィードバックとして上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ上で伝送される（ステップ５３０
）。他の場合は、パケットが正しく受信されたならば、ＡＣＫが上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣ
Ｈ上で伝送される（ステップ５３２）。
【００４９】
　とにかく、ＨＳ‐ＤＳＣＨ上で伝送されたＨＡＲＱパケットについて、サービス・ノー
ドＢはＵＥからのフィードバック情報を期待する。そして、サービス・ノードＢはパケッ



(15) JP 4422608 B2 2010.2.24

10

20

30

40

50

トについてＵＥから送信されたフィードバック情報（それはＤＴＸビット、ＮＡＫ、また
はＡＣＫである）を再生するために上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨを受信し、且つ処理する（
ステップ５４０）。
【００５０】
　実施例では、サービス・ノードＢはＨＳ‐ＤＳＣＨ上で別の（第二の）ＨＡＲＱパケッ
トを、及びＨＳ‐ＳＣＣＨ上で関連する信号を伝送する（ステップ５４２）。データがＵ
Ｅへの伝送の予定になければ、サービス・ノードＢは第二のＨＡＲＱパケットとして空ま
たはダミーＨＡＲＱパケットを伝送する。空のＨＡＲＱパケットは単にペイロードなしの
パケットである。ＨＳ‐ＳＣＣＨ上の関連する信号は適切な値に設定された新データ指標
を有する。実施例では、サービス・ノードＢがＵＥからのフィードバック情報についてＡ
ＣＫを復号すれば新データ指標はイチ「１」に設定され、別の場合はゼロ「０」に設定さ
れる。このように第二のＨＡＲＱパケット伝送は実効的に適切に設定された新データ指標
に関する値をもつ次の伝送におけるまさに関連するＨＳ‐ＳＣＣＨの伝送である。
【００５１】
　ＵＥはＵＥのためにサービス・ノードＢによって伝送された新データ指標を検知するた
めにＨＳ‐ＳＣＣＨを受信し、且つ処理する（ステップ５５０）。そして、ＵＥは新デー
タ指標がサービス・ノードＢによって適切に設定されたかどうかを判定するために検知さ
れた指標を期待値に対して比較する。表１は検知された指標と期待値との間の比較から可
能な結果を表にしている。
【００５２】
【表１】

　表１に示されたように、ＤＴＸビットまたはＮＡＫがＵＥによって送信され、且つゼロ
が新データ指標について受信されたならば、或いはＡＣＫビットがＵＥによって送信され
、且つイチが新データ指標について受信されたならば、ＵＥからのフィードバック情報は
サービス・ノードＢによって正しく受信され、そしてまたＵＥに正しく送信されたと仮定
する。この場合には、最初のＨＡＲＱパケットについて３通りのハンドシェークは終了す
る。
【００５３】
　しかしながら、ＵＥが前の上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨにおいてＤＴＸビットまたはＮＡ
Ｋを送信して、（ＡＣＫを受信して初めてサービス・ノードＢによって送信されたであろ
う）ＨＳ‐ＳＣＣＨ中の新データ指標についてその後でイチ「１」を受信すれば、三つの
事態の一つは次のことを意味する：
１．ＨＡＲＱパケットはＨＳ‐ＤＳＣＨ上で早く送信され、ＵＥは関連するＨＳ‐ＳＣＣ
Ｈを見逃してしまって、それにより上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ上でＤＴＸビットを送信し
てしまった（図５のステップ５２４）。このＤＴＸビットはサービス・ノードＢによって
ＡＣＫとして受信され、サービス・ノードＢはＨＳ‐ＳＣＣＨ上で新データ指標について
イチ“１”を送信した。（これは表１において上付き文字１に対応する。）
２．ＵＥは前のＨＡＲＱパケットを抹消として不正確に復号し、そして、ＮＡＫを上り回
線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ上で送信してしまった。このＮＡＫはサービス・ノードＢによってＡ
ＣＫとして誤って受信され、そして、サービス・ノードＢはＨＳ‐ＳＣＣＨ上で新データ
指標について“１”を送信した。（これは表１において上付き文字２に対応する。）
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３．ＵＥは早くに予定計画されず、上り回線上でＤＴＸを送信していた。そして、ＵＥは
予定計画され、サービス・ノードＢはＨＳ‐ＳＣＣＨにおいてイチ“１”に設定された新
データ指標とともにデータを送信する。この場合と関連する問題はない。
【００５４】
　２の場合について、サービス・ノードＢがＵＥからフィードバック情報を誤って検出し
てしまって、ＵＥに存在しないＨＡＲＱパケットを再伝送させないことをＵＥは実現する
。１の場合についてさえも、ＨＳ‐ＳＣＣＨがダミー・ペイロードを示せば、ＵＥが前の
制御チャネルを見逃してしまって、ノードＢが上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨの解釈を誤った
ことをＵＥは認識する。そして、ＵＥは回線不均衡により信頼できない上り回線を扱う行
為を実行する。例えば、ＵＥは上位層が誤ったデータ伝送を捕えるであろうと期待して上
位層（無線回線制御（Radio Link Control：ＲＬＣ）層) に対するその再整列バッファを
空にして、上位層において再伝送を始動する。
【００５５】
　代わりに、ＵＥが前の上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ伝送においてＡＣＫを送信して、続い
てＨＳ‐ＤＰＣＣＨ（それはＡＣＫ以外のものを受信したとき初めてサービス・ノードＢ
によって送信されたであろう）上で新データ指標についてゼロ“０”を受信すれば、次の
ことを意味する：
１．ＵＥは前のＨＡＲＱパケットを正しく復号して、ＡＣＫを上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ
上で送信した。このＡＣＫはサービス・ノードＢによって誤って受信され、それは新デー
タ指標についてゼロ“０”をＨＳ‐ＳＣＣＨ上で送信する。（これは表１において上付き
文字３に対応する。）
上で述べた誤りは、ＵＥによって既に正しく復号されたパケットのサービス・ノードＢに
よる再伝送に単に帰着するので 、性能に関する破滅的事象ではない。ＵＥはこの再伝送
を単に無視するだけである。
【００５６】
　３通りのハンドシェークはこのようにその上り回線伝送がサービス・ノードＢによって
正しく復号されたかどうかをＵＥが点検する機構である。この機構は空のＨＡＲＱパケッ
トのＨＳ‐ＳＣＣＨ伝送のために若干のオーバーヘッド信号及び余分の伝送電力を使用す
ることによって実施される。上り回線信頼性を点検するために使用される信号及び伝送電
力の量は回線不均衡が疑われる時のみ３通りのシェークハンドを行うことによって最小に
される。
【００５７】
　３通りのシェークハンドはＨＳＤＰＡに関する性能を改善するために使用される。信頼
できない回線を検知する能力によって（例えば、上位層における他の機構に頼らなければ
ならない代りに）、適切な応答行為が初期の段階で行われる。信頼できない回線を検知す
る能力なしで、抹消フレームの再伝送に関するＮＡＫを送信すると、それはＡＣＫとして
誤って受信される。そして、ＵＥは延長時間期間、例えば、タイマーの終了（それは上位
層によって維持される）までこの抹消パケットの再伝送を待っている。
【００５８】
　図６はノードＢ１０４の実施例のブロック図である。下り回線上で、ＨＳＰＤＡ伝送を
受信するために指定された各ＵＥに関する下り回線ＤＰＣＨ、ＨＳ‐ＤＳＣＨ、及びＨＳ
‐ＳＣＣＨのデータは送信（ＴＸ）データ・プロセッサ６１２によって受信され、且つ処
理（フォーマット、符号化、等々）される。各チャネルの処理はそのチャネルと関連する
パラメータの集合によって決定され、Ｗ‐ＣＤＭＡ規格文書に述べられたように行われる
。そして、処理されたデータは変調器（ＭＯＤ）６１４に提供され、さらに変調データを
提供するために処理（例えば、チャネル化、スクランブル、等々）される。そして、送信
器（ＴＭＴＲ）ユニット６１６は変調データを一以上のアナログ信号に変換し、それはさ
らに下り回線信号を提供するために調整（例えば、増幅、濾波、及び周波数高変換）され
る。下り回線信号はデュプレクサ（Ｄ）６２２を通る経路を辿り、アンテナ６２４によっ
てＵＥに伝送される。



(17) JP 4422608 B2 2010.2.24

10

20

30

40

50

【００５９】
　図７はＵＥ１０６の実施例のブロック図である。下り回線信号はアンテナ７１２によっ
て受信され、デュプレクサ７１４を通る経路を辿り、受信器（ＲＣＶＲ）ユニット７２２
に提供される。受信器ユニット７２２は受信信号を調整（例えば、濾波、増幅、、及び周
波数低変換）し、さらに標本信号を提供するため調整された信号をディジタル化する。そ
して、復調器７２４はシンボルを提供するために標本信号を受信し、且つ処理（例えば、
逆スクランブル、チャネル化、データ復調）する。復調器７２４は受信信号の複合成分（
或いは、マルチパス成分）を処理し、結合シンボルを提供するレーク受信器を実装する。
そして、受信（ＲＸ）データ・プロセッサ７２６はシンボルを復号し、受信パケットを点
検し、且つ復号パケットを提供する。復調器７２４及びＲＸデータ・プロセッサ７２６に
よる処理はそれぞれ変調器６１４及びＴＸデータ・プロセッサ６１２による処理に相補的
である。
【００６０】
　ＨＳＤＰＡ伝送について、ＲＸデータ・プロセッサ７２６はさらに各受信ＨＡＲＱパケ
ットの状態（即ち、正しく受信されたか、或いは抹消されたか）を制御器７３０に提供す
る。各受信ＨＡＲＱパケットについて、制御器７３０はパケットが正しく復号されていれ
ばＡＣＫを、またはパケットが誤って復号されていればＮＡＫを提供する。
【００６１】
　上り回線上で、上り回線信号を提供するために、上り回線ＤＰＣＨに関するデータ、パ
イロット・データ、及びフィードバック情報が送信（ＴＸ）データ・プロセッサ７４２に
よって処理（例えば、フォーマット、符号化、等々）され、さらに変調器（ＭＯＤ）７４
４によって処理（例えば、チャネル化、スクランブル、等々）され、そして送信器ユニッ
ト７４６によって調整（例えば、アナログ信号に変換、増幅、濾波、及び周波数高変換）
される。上り回線のためのデータ処理はＷ‐ＣＤＭＡ規格文書に述べられている。上り回
線信号はデュプレクサ７１４を通る経路を辿り、アンテナ７１２によって一以上のノード
Ｂ１０４に伝送される。
【００６２】
　図６に戻ると、ノードＢ１０４において、上り回線信号はアンテナ６２４によって受信
され、デュプレクサ６２２を通る経路を辿り、受信器ユニット６２８に提供される。受信
器ユニット６２８は受信信号を調整（例えば、周波数低変換、濾波、及び増幅）し、さら
に標本ストリームを提供するために調整された信号をディジタル化する。
【００６３】
　図６で示された実施例では、ノードＢ１０４はいくつかのチャネル・プロセッサ６３０
ａ～６３０ｎを含む。各チャネル・プロセッサ６３０は上り回線で伝送されたデータ及び
フィードバック情報を割当てられたＵＥによって再生するために一つのＵＥについて標本
ストリームを処理するため割当てられる。各チャネル・プロセッサ 630 は、（１）シン
ボルを提供するため標本を処理（例えば、逆スクランブル、チャネル化、等々）する復調
器６３２、及び（２）割当てられたＵＥのために復号データを提供するためシンボルをさ
らに処理するＲＸデータ・プロセッサ６３４を含む。
【００６４】
　実施例では、ＵＥから受信されたパイロット・シンボルは復調器６３２によって信号品
質推定器６５０に提供され、それは上り回線ＤＰＣＨ上で伝送のＳＮＲを推定する。ある
チャネルのＳＮＲは、米国特許第６，０９７，９７２号、第５，９０３，５５４号、第５
，０５６，１０９号、及び第５，２６５，１１９号に記載された技術のような様々な技術
を用いて推定することができる。
【００６５】
　ＨＳＤＰＡ伝送を受信するように指定された各ＵＥについて、上り回線ＤＰＣＨに関す
る受信ＳＮＲはＳＮＲ閾値に対して比較される。同じＳＮＲ閾値は全てのＵＥについて使
用されるか、または異なるＳＮＲ閾値は各ＵＥについて使用される。各ＵＥについて、信
号品質推定器６５０は受信ＳＮＲをＳＮＲ閾値と比較し、そして回線不均衡（ＬＩ）指標
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を提供し、それは図４に述べられたように決定される。ＬＩ指標はＵＥが回線不均衡を潜
在的に経験するものとして分類されたかどうかに注意するために使われる。
【００６６】
　制御器６４０はＨＳＤＰＡ伝送を受信する各ＵＥについてＬＩ指標を受信し、３通りの
ハンドシェークを行うかどうか決定する。制御器６４０はまたＲＸデータ・プロセッサ６
３４によって検知されたＡＣＫ／ＮＡＫを受信する。３通りのハンドシェークが行われる
べきであれば、制御器６４０はＨＳ‐ＤＳＣＨ上で別のＨＡＲＱパケット、及びＨＳ‐Ｓ
ＣＣＨ上で関連する信号のＵＥへの伝送を指令する。上で示されたように、ＨＡＲＱパケ
ットの内容は様々な要素に依存しており、ＨＳ‐ＳＣＣＨ上の信号は検出されたＡＣＫ／
ＮＡＫに基づいて設定された新データ指標を有する。
【００６７】
　制御器６４０及び７３０はそれぞれノードＢ及びＵＥにおける処理を制御する。各制御
器はまた回線不均衡を緩和するために処理の全てまたは一部を実施するように設計されて
いる。制御器６４０及び７３０に必要とされるプログラム・コード及びデータはメモリ・
ユニット６４２及び７３２にそれぞれ記憶される。
【００６８】
　簡単にするため、特定の実施の詳細は回線不均衡の緩和について述べられてきた。特に
、ＵＥが回線不均衡を潜在的に経験しているかどうかの判定は上り回線受信ＳＮＲ及びＳ
ＮＲ閾値に基づいている。この判定はまた他の基準を用いても行われ、これは本発明の範
囲内にある。例えば、この判定はまた（１）上り回線パイロットの受信電力（Ｅｃ）、（
２）上り回線ＤＰＣＨに関するＢＬＥＲ、等々に基づいて行われる。
【００６９】
　また簡単にするため、回線不均衡があるＵＥについて存在することが判定されるとき、
上り回線の信頼性を点検する特定の３通りのハンドシェーク手法が述べられた。上り回線
の信頼性を点検する他の手法もまた実施され、これも本発明の範囲内にある。例えば、上
り回線ＨＳ‐ＤＰＣＣＨ上で受信された情報のどれも下り回線上（例えば、ＨＳ‐ＤＳＣ
Ｈ上）で再送信される。
【００７０】
　回線不均衡による有害な影響を緩和する技術は特に上り回線について述べられてきたが
、これらの技術はまた下り回線について適用される。これらの技術はまた他のＣＤＭＡシ
ステム（例えば、ＩＳ‐２０００）及び他の形式の通信システム（例えば、ＴＤＭＡ及び
ＦＤＭＡシステム）についても使用できる。
【００７１】
　ここに述べられた回線不均衡の有害な影響を緩和する技術は様々な手段によって実施さ
れる。例えば、これらの技術はハードウェア、ソフトウェア、またはその組合せで実施さ
れる。ハードウェア実施について、技術のどれか一つ、または組合せを実施するために使
用される要素（例えば、図４及び５において示されたノードＢ及びＵＥにおける処理を実
施する要素）は一以上の特定用途集積回路（ＡＳＩＣ）、ディジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、ディジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コント
ローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、ここに記述された機能を実行する
ために設計された他の電子ユニット、またはその組合せの中で実施される。
【００７２】
　ソフトウェア実施について、これらの技術はここに記述された機能を実行するモジュー
ル（例えば、手順、機能、等々）によって実施される。ソフトウェア・コードはメモリ・
ユニット（例えば、図６及び７おけるメモリ・ユニット６４２及び７３２、それぞれ）に
記憶され、プロセッサ（例えば、制御器６４０及び７３０）によって実行される。メモリ
・ユニットはプロセッサ内、またはプロセッサの外部に実装され、後者の場合には当技術
分野において既知の様々な手段によってプロセッサに連結することができる。
【００７３】
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　見出しはある節（sections）を設置する際参照のため、及び助けにするためにここに含
まれる。これらの見出しはその中に述べられた概念の範囲を制限するものではなく、これ
らの概念は全体の仕様にわたって他の節においても適用性を有する。
　開示された実施例の先の記述は当業者が本発明を行い、或いは使用することを可能にす
るために提供される。これらの実施例への様々な変更は当業者には直ちに明白であり、こ
こに定義された一般原理は本発明の精神または範囲から逸脱することなく他の実施例に適
用できる。このように、本発明はここに示された実施例に限定されることを意図していな
いが、ここに開示された原理及び新規な特徴と両立する最も広い範囲を与えられるべきで
ある。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】無線通信システムの図である。
【図２Ａ】Ｗ‐ＣＤＭＡによって定義されたＨＳ‐ＰＤＳＣＨの構造を例示する図である
。
【図２Ｂ】Ｗ‐ＣＤＭＡによって定義されたＨＳ‐ＳＣＣＨの構造を例示する図である。
【図２Ｃ】Ｗ‐ＣＤＭＡによって定義された上り回線ＨＳ‐ＰＤＣＣＨの構造を例示する
図である。
【図２Ｄ】Ｗ‐ＣＤＭＡによって定義された上り回線ＨＳ‐ＤＰＣＨの構造を例示する図
である。
【図３】様々な高速下り回線パケット・アクセス（ＨＳＰＤＡ）を実施するために使用さ
れる下り回線及び上り回線物理チャネルの間のタイミング関係を例示する図である。
【図４】回線不均衡を検出するためＵＥの上り回線受信ＳＮＲを監視するためにノードＢ
によって行われる処理のフロー・チャートである。
【図５】上り回線の信頼性を点検するためサービス・ノードＢとＵＥとの間で３通りのハ
ンドシェークを行う処理の実施例のフローチャートである。
【図６】ノードＢの実施例のブロック図である。
【図７】ＵＥの実施例のブロック図である。
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【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】
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